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センターが（チャレセンが）終わった後、
さすがにあの問題が難しかったせいだろう
か、今日までに５名の生徒が古典の勉強法に
ついて相談に来た。だから、授業で古文・漢
文それぞれについて、これから勉強する際の
ポイントについて説明したのである。先ずは
しっかり覚えるべきこと（例えば助動詞や敬
語）を覚える、そして、それをどう活用して
読解をすすめるのかを意識して、日々の学習
に取り組むというのがポイントである。
特に理系の諸君については、以後、必修の

授業がなくなってしまうわけだから、自選で
古典演習と選択した人も、しなかった人も、
センターの過去問演習が勉強の中心になるは
ずだ。その問題演習をする際に、何気なくや
っていては、いつまでたっても力はつかない。
「この問題は、敬語の知識を使って解くのだ
な」とか、「ここの書き下し文は、こういう
論理展開なのだから、こういう意味に読み取
れるようにしないといけないんだろうな」と
か、時間がかかっても構わないから、理論的
に考えて答えを出すように心がけることが大
切である。間違いを消して正解に到達するの
ではなく（このやり方が本番で必要になるこ
ともあるが…）、時間をかけてもいいから、
正解を選ぶ勉強法を一度しておかないと、い
つまでたっても「雰囲気で選ぶ」「最後の二
つに絞って結局間違う」という状況から抜き
出せないままになってしまうだろう。
繰り返すが、自分のもっている知識を使っ

て、こういう風に解いたという「理路」を意
識する学習をしてほしい。その題材として、
とりあえず過去の模擬試験の問題を利用する

のも一法である。一年生の時の問題は易しい
はずだから、その易しい問題を使って、単に
解くだけでなく、解き方の過程を意識してみ
るのである。ぜひ３月いっぱいまでに、１・
２年次の模擬試験の復習をしておこう。

＊
ところで、現代文の方はどうだろう。例え

ば、「読むのに時間がかかる」という悩みを
持つ人がいるかも知れないが、これは解決し
ようがない。「実力がついてくると、自然に
早く読めるようになる」ということなのであ
って、何かテクニック的な速読の方法がある
わけではない。
何とか日常生活の中で現代文の実力をつけ

ようと思ったら、私は英語の予習をする際に、
その訳文を（たとえ直訳であっても）分かり
やすい日本語にするというのが、それなりに
イイきっかけになるのではないかと思う。普
段、なかなか難しい文章を書く機会はないと
思うが、英文和訳の題材になっている文章は、
高級な語彙と論理性を備えているはずだか
ら、その訳文を、意識して高級な語彙と論理
性をもって日本語に訳すようにし、その過程
でなるべく漢字を多用したり、熟語の意味を
確認したりするようにすれば、現代文の実力
養成にも結びつくのではないだろうか。
最後に、出口汪『東大現代文で思考力を鍛

える』（大和書房、2013）という新書版の本
も紹介しておこう。出口先生はかつてのカリ
スマ講師で、東大で出題された文章を題材に、
その読み取りのポイントを簡潔に示してくれ
ている。問題例も掲載されており、取り組む
べき文章のレベルを知る上で有効である。


